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暦は１１月になりました。カレンダーもすっかり薄くなりました。すでにクリスマ
ス商品を置くお店も出てきましたね。
パソコンの不具合により、今回のメルマガの配信が遅れました。申し訳ありません
でした。
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● 私のセカンドステップ
　このコーナーでは、毎号レッスン１から順番に、レッスンで実践者が学んだこと、
　感じたこと、工夫してみたこと、レッスン中の子ども達の発言や様子、レッスン後
　の子ども達の変化など、そのレッスンにまつわることを寄せていただき、皆さんで
　セカンドステップでの経験を共有、共感できる場にしていきたいと思います。

　レッスン１２「友達を思いやる」

　◇　島野正子さんからの投稿です。　◇
　　皆で子犬がいなくなってしまったロニーちゃんの気持ちを考えている時、「ぶっ
　　飛ばしてやりたい気持ち」と言った人がいます。「ロニーちゃんがそう思ってい
　　るかもしれないと・・・ちゃんは思うのね？」これだけで、次に進む気持ちには
　　到底なれません。

　　「＜逃げ出しだしてしまった子犬が悪い＞と考えるとぶっ飛ばしてやりたい気持
　　ちになるんだね。では、子犬が逃げたことは　ほんとうに悪いことなのか考えて
　　みよう。＜犬を飼う＞ということは　飼っている人が犬に教えてあげたり、気を
　　つけてあげる責任があります。子犬は　いいか、悪いかなんて　何もわからない
　　から。人間のあかちゃんのことを考えてみて。どうですか？」

　　更に考えます。
　　「家から外に出ることは　いけないことだと子犬はわかっていたでしょうか？」
　　子：　わかっていない。」「悪くない。」・・・・・・・
　　次々、子犬に同情がよせられます。

　　「子犬が家から出られるようにどうしてなっていたのでしょう？」
　　子どもは　はっとしました。

　　「もし、その悪くない子犬をぶっ飛ばしたらどうなるかな？」
　　子：　「フェアじゃない」

　　内心ほっとした瞬間でした。子どもの少々心にかかる言葉も忙しさの中、ついつ
　　い私たちは見逃してしまいがちですが、ここにこそ、大きな問題がかくれている
　　と思われます。その時、おとなのちょっとしたかかわりや　注意を向ける言葉が
　　けで子どもは　もっと多方向からものごとを見られるようになっていきます。
　
　次号は、第２章レッスン１「落ち着いてゆっくり考える」です。

たくさんの経験談やレッスンの様子をmmm@cfc-j.org <mailto:mmm@cfc-j.org>でお
待ちしております！
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● ＣＦＣＪライブラリー
　　『おおきな　おおきな　おいも』　赤羽末吉/作・絵　福音館書店　１９７２

　　おいも掘りの季節にこの本はいかがでしょう。
　　美味しい大学イモのレシピはこちらをどうぞ。
　　http://cookpad.com/sunflower/recipe/289932/
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
●　ＮＥＷＳ・フリー投稿コーナー

　◇　植村圭子さんからの投稿です。　◇
　　先日、かわいい3歳児との幸せなひと時を過ごしました。残念ながらわが子で
　　はありません。家の中に入ってきて、みつけた時計を見て
　　　A子「どうして○ちゃんちにはこの時計があるの？」
　　　私「おばちゃんのお友達がくれたの。」
　　　A子「何でおばちゃんにくれたのかなぁ？」
　　　私「かわいいからおばちゃんの分も買ったんだよきっと。」
　　　A子「いらないからかなぁ。」
　　　私「いらないんじゃなくて、おばちゃんが喜ぶかなぁーってくれたんだと思うよ。」
　　　A子「じゃぁ、どうしてAちゃんにはくれないのかなぁ？」
　　　私「だってそのおばちゃんはAちゃんのこと知らないもん。」
　　　A子「どうしてAちゃんのこと知らないのかなぁ？」
　　　私「Aちゃんに会ったことないから。」
　　　A子「どうしてAちゃんに会ったことないのかなぁ？」
　　　私「Aちゃんのままがそのおばちゃんを知らないから。」
　　　A子「どうしてAちゃんのままはそのおばちゃんを知らないのかなぁ？」
　　　・・・・と延々と続くのでありました。

　　どうして？と思うことを素直に言葉に表現しているまだ生まれて３年足らずの
　　Aちゃん。一生懸命必死に目を輝かせて考えている姿。もう随分大きくなって
　　しまったわが子もかつてそうでした。でも、いつからか、素直な疑問や気持ち
　　を直接相手にぶつけることが、少なくなっているように感じます。一人で相手
　　の思惑を想像して悩んでいるようにも見えます。私は、「つらかったらママが
　　いつでも聴くよ。」としか言えずわが子を信用して見守ることしか出来ません。

　　わからないことはわからない、と自分の言葉で自分の考えを伝えられる3歳児に
　　「子どもってすごい。」と懐かしいようなあったかい気持ちになりました。

　◇　子供の頃他人に言われて傷ついた一言　◇

　　オリコンで、「子供の頃他人に言われて傷ついた一言」をテーマに調査を行った
　　とのこと。子供たちの自殺が続く中、興味ある内容です。
　　http://contents.oricon.co.jp/news/ranking/38239/#rk
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● お知らせ
　◇　パートナーシップ・プロジェクトの募集　◇

　　本会と会員の皆様とで、目的を共有できる活動について、その実現を図るために、
　　パートナーシップ・プロジェクトという制度を設けました。どうぞ、この機会に
　　皆様の活動の場を広げてください。詳しくは、ホームページをご覧下さい。
　　http://www.cfc-j.org/member/info.html##4

　◇　新コーナー　「親のつぶやき・子どものつぶやき」

　　ＣＦＣＪメルマガでは、次号より、「親のつぶやき・子どものつぶやき」という
　　コーナーを設けます。日々の生活で触れる子どもの発言、行動で垣間見るセカン
　　ドステップ。夫婦の会話やご近所付き合いの中で気づいたセカンドステップ。
　　身近な経験談を募集します。お気軽にお寄せください。

　◇　研修会ファシリテーターの募集　◇

　　第２３回および第２４回研修会にてファシリテーターを務めてくださる方を募
　　集しています。
　　詳しくは、研修会ディレクター林さおり氏　hayashi-s@cfc-j.org
　　<mailto:hayashi-s@cfc-j.org>　までお問い合わせください。

　◇　第６回通常総会報告　◇

　　１０月２９日に第６回通常総会が開催され、出席した正会員の方々で活発な意見交
　　換がもたれ、全議案について承認可決されました。詳しくは、１２月のニュースレ
　　ターでご報告します。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
● 今後の研修会
　　第23回研修会（開催日　2006/11/18～19）東京
　　第24回研修会（開催日　2007/2/17～18）東京
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
ＣＦＣＪメールマガジンでは、次のコーナーにて皆様の投稿をお待ちしております。
　・ＣＦＣＪライブラリー
　・私のセカンドステップ
　・ＮＥＷＳ・フリー投稿コーナー
　・親のつぶやき・子どものつぶやき
投稿の際は、投稿者名（実名の可否、イニシャルなど）もご記入下さるよう
お願いいたします。
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